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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 

皆
様
に
は
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
非
常
事
態

宣
言
が
発
令
さ
れ
、
令
和
２
年
は
、
長
期
化
す
る
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
先
の
見
え
な
い
不
安
な
一
年
と
な

り
ま
し
た
。
１２
月
中
旬
か
ら
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

者
数
が
増
え
続
け
、
帰
省
も
自
粛
さ
れ
、
寂
し
い
お

正
月
を
過
ご
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
も
多
い
と
存
じ

ま
す
。
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
と
、
今
し
ば
ら

く
の
ご
協
力
、
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
我
が
佐
倉
市
は
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢

化
の
進
行
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ

る
経
済
の
低
迷
に
よ
る
市
民
税
等
の
減
少
か
ら
、
よ

り
厳
し
い
財
政
状
態
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
約

３７
億
５
千
万
円
の
新
佐
倉
図
書
館
工
事
が
始
ま

り
、
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
財
源
確
保
の
た
め
に
、

再
考
を
と
訴
え
ま
し
た
が
、
結
果
を
出
せ
ず
自
身
の

無
力
さ
を
痛
感
致
し
ま
し
た
。
力
不
足
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
心
を
新
た
に
精
進
を
重
ね
て
参
り
ま
す
の

で
、
今
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

宇
田
み
お
こ 

 

リ
サ
イ
ク
ル
の
資
材
置
場
の
は
ず
が
ご
み
の
山
に 

去
る
１２
月
１６
日
の
フ
ジ
テ
レ
ビ
朝
の
番
組
で
、
佐
倉
市
の

廃
棄
物
の
山
を
知
っ
た
方
も
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。 

 

リ
サ
イ
ク
ル
資
源
の
廃
プ
ラ
が
中
国
等
で
受
入
禁
止
と
な

り
、
行
き
場
を
無
く
し
た
廃
プ
ラ
が
有
価
物
と
称
し
て
、
千

葉
市
若
葉
区
か
ら
佐
倉
市
に
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
ま
す
。 

 

自
然
溢
れ
る
上
別
所
の
約
３
，
６
０
０
㎡
の
土
地
に
、
昨

年
６
月
中
旬
よ
り
廃
プ
ラ
類
が
入
っ
た
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
が

野
積
み
さ
れ
、
近
隣
住
民
は
日
常
的
な
迷
惑
駐
車
・
台
風
の

際
の
飛
来
物
被
害
、
悪
臭
、
土
壌
汚
染
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
初
近
隣
住
民
は
事
業
者
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
の

資
材
置
き
場
と
し
て
使
用
し
た
い
旨
の
説
明
を
受
け
お
り
、

ま
さ
か
の
事
態
に
、
そ
の
心
情
は
察
す
る
に
余
り
あ
り
ま
す
。 

 

現
在
は
、
県
が
行
政
指
導
、
市
が
残
土
の
搬
入
停
止
・
撤

去
等
是
正
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、「
木
更
津
山
中
に
廃
プ

ラ
を
長
期
間
放
置 

廃
掃
法
違
反
（
業
務
改
善
命
令
違
反
）

で
事
業
者
逮
捕
（
昨
年
１
月
）」
で
は
、
廃
プ
ラ
は
放
置
さ
れ

た
ま
ま
で
、
上
別
所
の
ご
み
の
山
も
こ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
続

け
る
可
能
性
が
高
い
の
で
は
と
危
惧
し
て
お
り
ま
す
。 
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な
ぜ 

佐
倉
市
の
条
例
は
適
用
さ
れ
な
い
の
か 

「
佐
倉
市
快
適
な
生
活
環
境
に
支
障
と
な
る
迷
惑
行
為

の
防
止
に
関
す
る
条
例
」 
以
下
に
関
連
部
分
を
抜
粋 

第
15
条 

【
土
地
の
適
正
な
管
理
業
務
】 

第
２
項 

自
ら
所
有
し
、
占
有
し
、
ま
た
は
管
理
す
る
土

地
に
廃
棄
物
が
周
辺
の
市
民
に
不
快
感
、
不
安
感
を
与
え
な

い
よ
う
に
適
正
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

第
３
項 

市
長
は
、
前
２
項
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と

認
め
る
と
き
は
、
当
該
土
地
所
有
者
に
対
し
不
適
正
な
管
理

の
是
正
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

 

       

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
数
増
加
に
よ
り
、
一
般
質
問
が
制
限

さ
れ
て
る
こ
と
か
ら
、
議
長
に
「
文
書
質
問
制
度
案
（
議
場
で

質
問
が
制
限
さ
れ
る
場
合
に
、
文
書
で
質
問
を
可
能
と
す
る
）
」

を
提
出
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

 

条
令
を
創
造
し 

市
民
の
た
め
に
働
く 

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
地
方
自
治
の
思
想
と
実
践
を 

 

条
令
は
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
決
に
基
づ
き
制
定
・

改
廃
さ
れ
る
（
地
方
自
治
法
第
９
６
条
１
項
１
号
）
。
そ
の
意

味
に
お
い
て
、
国
会
で
制
定
・
改
変
さ
れ
る
法
律
と
同
じ
で
あ

り
、
法
的
な
強
制
力
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
法

令
に
違
反
し
な
い
限
り
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
の
全
て

の
事
務
に
お
い
て
（
同
法
第
２
条
第
２
項
）
条
例
を
制
定
す
る

こ
と
が
で
き
る
（
同
法
第
１
４
条
第
１
項
）
。
と
あ
り
ま
す
。 

 

最
初
か
ら
県
の
問
題
だ
と
諦
め
る
の
で
は
な
く
、
佐
倉
市

は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
っ
た
強
い
決
意
の
下
、
全
力
で
取

り
組
ん
で
頂
き
た
く
、
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

宇
田
み
お
こ
関
連
質
問
よ
り 

（
宇
田
み
お
こ
HP
で
録
画
配
信
中
） 

上
別
所
の
廃
棄
物
の
山 

こ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
恐
れ 

「
廃
棄
物
と
県
が
判
断
し
た
場
合
、こ
の
条
例
に
基
づ
き
努

力
し
ま
す
か
。
」
の
私
の
問
に
、
残
念
な
が
ら
市
の
回
答
は
、

「
県
の
条
例
に
よ
り
対
応
し
た
い
。
」
で
し
た
。 
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契
約
検
査
室
創
設
は
不
祥
事
に
よ
る
も
の 

 

志
津
霊
園
問
題 

未
回
収
金
額
５
億
円
超 

 

主
な
反
対
理
由 

 

①
委
託
料
が
７
年
間
で
１
億
円
も
高
い
。 

②
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
し
い
生
活
様
式
を
踏
ま
え
た
視
点
を
含
め

た
管
理
者
の
選
定
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。 

③
平
成
２９
年
度
に
指
定
管
理
者
の
選
定
議
案
が
否
決
さ
れ
、
市
の
直

営
に
変
わ
っ
た
。
そ
の
時
の
指
推
薦
事
業
体
は
ア
メ
ニ
ス
。
過
去
に
請

け
負
っ
た
実
績
の
あ
る
事
業
者
を
再
度
選
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ

の
貢
献
度
と
併
せ
て
利
用
者
や
住
民
か
ら
の
評
価
等
も
考
慮
す
る
工

夫
も
重
大
で
あ
る
。 

契
約
検
査
室
改
編 

再
発
防
止
の
具
体
策
な
し 

  

 

志
津
霊
園
問
題
・
水
道
部
の
収
賄
事
件
よ
り
、
不
正
防
止
対
策
と
し

て
契
約
検
査
室
の
独
立
性
を
重
視
し
、
平
成
１５
年
に
創
設
。
市
は
、

創
設
以
来
１５
年
以
上
が
経
過
し
、
職
員
の
モ
ラ
ル
向
上
等
を
理
由
に
、

財
政
部
に
改
編
す
る
。
志
津
霊
園
問
題
等
の
風
化
を
危
惧
し
、
反
対
。

た
。 こども支援部・健康増進部の創設に期待  

 

 

      健康こども部が、こども部門と健康部分に

分割されることで、市民ニーズにあったきめ細

かい事業展開の実現を期待する。 

 

（仮）こども支援部

・こども政策課

　 少子化対策、貧困政策、こどもの権利

・こども保育課

　 保育園・学童・児童センター管理運営、子育て包括

・児童青少年課

（仮）健康増進部

・健康推進課

　 検診、成人保険、救急

・母子保健課

　 母子手帳、予防接種、子育て包括

・生涯スポーツ課

(現）健康こども部

草
ぶ
え
の
丘
指
定
管
理
否
決
理
由
に
違
和
感 

 

議
案
第
９
号 

 

宇
田
反
対 

 
 

可
決 

 

佐
倉
市
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定 

主
な
組
織
の
改
編 

①
契
約
検
査
室→

財
政
部 

契
約
検
査
課
、 

②
健
康
こ
ど
も
部→

こ
ど
も
支
援
部
と
健
康
推
進
部 

      
条
例
案
に
契
約
検
査
室
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
に
、
反
対
を
し
た
。  

  

 

議
案
第
２２
号 

 

宇
田
賛
成 

 
 

否
決 

 

草
ぶ
え
の
丘
、
飯
野
台
観
光
振
興
施
設
指
定
管
理
者
選
定
に
つ
い
て 

指
定
管
理
者
と
し
て
、
ア
メ
ニ
ス
・
プ
ラ
ネ
ッ
ト
共
同
事
業
体
（
以

下
、
ア
メ
ニ
ス
）
を
指
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。 

 

次
点 

山
万
グ
ル
ー
プ
佐
倉
草
笛
の
丘
共
同
事
業
体
（
以
下
、
山
万
）
。 

 

宇
田
み
お
こ
賛
成
理
由 

 
 

①
７
年
間
の
委
託
料
の
差
額
１
億
円
に
つ
い
て 

 

ア
メ
ニ
ス
約
4.6
億
円
、
山
万
約
3.6
億
円
で
あ
る
が
、
総
務
省
の
経

済
波
及
効
果
で
は
、
ア
メ
ニ
ス
約
２
億
円
、
山
万
は
約
１
億
円
で
あ
り
、

企
画
内
容
か
ら
も
委
託
料
の
金
額
の
差
は
、
許
容
の
範
囲
と
考
え
る
。 

 

②
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
し
い
生
活
様
式
の
視
点
を
含
め
た
選
定 

令
和
２
年
１０
月
の
佐
倉
市
指
定
管
理
者
審
査
委
員
会
個
別
ヒ
ア
リ

ン
グ
で
、
申
請
３
団
体
の
う
ち
推
薦
団
体
の
ア
メ
ニ
ス
の
み
が
、
「
新

し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
に
留
意
し
な
が
ら
入
園
者
数
を
見
込
ん
で
い

る
。
」
、
「
草
ぶ
え
の
丘
も
サ
ン
セ
ッ
ト
ヒ
ル
ズ
も
事
務
室
が
非
常
に
狭

く
、
新
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
と
は
全
く
真
逆
の
状
態
で
あ
る
た
め
、
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
け
る
予
定
で
あ
る
。
」
等
の
発
言
が
み
ら
れ

る
。
よ
っ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
し
い
生
活
様
式
を
踏
ま
え
た
視

点
を
兼
ね
備
え
た
選
定
が
、
適
切
に
行
わ
れ
た
と
考
え
る
。 

 ③
事
業
者
再
選
定 

貢
献
度
及
び
利
用
者
・
住
民
か
ら
の
評
価
考
慮 

平
成
２８
年
１１
月
議
会
で
は
、
指
定
管
理
者
選
定
議
案
７
件
の
う
ち

文
教
福
祉
常
任
委
員
会
付
託
案
件
３
件
を
除
く
、
４
件
が
否
決
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
草
ぶ
え
の
丘
、
飯
野
台
観
光
施
設
が
直
営
と
な
っ
た
経

緯
が
あ
る
。
当
時
の
市
長
と
議
会
の
対
立
と
い
っ
た
政
治
的
背
景
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
今
回
申
請
し
た
３
団
体
は
、
い
ず
れ
も

過
去
に
請
け
負
っ
た
団
体
で
あ
る
。 

 

 

 

ア
メ
ニ
ス
の
審
査
基
準
点
は
、
経

費
縮
減
以
外
の
項
目
を
除
く
と
次
点

団
体
山
万
と
約
５０
点
の
差
。
加
え
て

過
去
の
指
定
管
理
者
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

調
査
及
び
集
客
を
３
年
間
で
４
万
人

増
の
実
績
か
ら
、
賛
成
を
し
た
。 

   

 

議　　案 結果
さく

ら会

公明

党

自民さ

くら

市民

ネット

共産

党

オンブズ

ひまわり
髙橋 稲田 玉城

議案
第９号

佐倉市行政組織の改編 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇

議案
第23号

市営自転車駐車場の指定管理者 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × 〇

請願
第10号

議会での常任委員会等のインター
ネット中継及び録画配信を求める

× × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇

陳情
第6号

カラス条令の制定を求める × × × × 〇 〇 × × 〇 〇

令和２年１１月定例会　議案　賛否一覧　　（敬称略）

議
案
・
請
願
・
陳
情 

意
見 

      
議
案
２
号
賛
成 

一
人
当
り
の
年

間
業
務
委
託
料
は
約
３
１
２
万
円
で

あ
る
。
学
校
用
務
員
は
、
学
校
内
で
仕

事
の
指
示
が
で
き
る
よ
う
、
直
接
雇
用

の
検
討
を
求
め
る
。 

 

      
議
案
23
号
反
対 

市
営
自
転
車
駐

車
場
指
定
管
理
者
は
、
事
業
内
容
か
ら

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
相
応
し

い
と
考
え
る
。
指
定
管
理
者
と
し
て
自

立
し
た
運
営
が
可
能
と
な
る
。
佐
倉
市

内
の
高
齢
者
の
働
き
場
所
の
確
保
に

な
る
と
期
待
を
す
る
。
非
公
募
選
定
を

含
め
た
検
討
を
求
め
る
。 

 

      
請
願
１０
号
賛
成 

市
民
に
開
か
れ

た
市
議
会
実
現
の
た
め
、
常
任
委
員
会

等
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
や
録
画

配
信
を
求
め
る
も
の
。
情
報
公
開
の
点

か
ら
も
実
現
す
べ
き
課
題
。
予
算
な
ど

検
討
事
項
が
多
い
た
め
、
議
会
改
革
推

進
委
員
会
の
設
置
を
求
め
る
。 

 

      
陳
情
６
号
反
対 

カ
ラ
ス
被
害
に

つ
い
て
は
、
「
佐
倉
市
鳥
獣
被
害
防
止

計
画
」
で
対
応
中
で
あ
る
。
陳
情
理
由

に
対
す
る
市
の
回
答
に
乖
離
が
み
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
実
態
等
考
慮
し
検
討

し
て
い
き
た
い
。 

  

佐
倉
の
歴
史
を
胸
に 

平
和
へ
の
祈
り 

 

明
治
４
年
の
廃
藩
置
県
に
よ
り
佐
倉
藩
は
廃
止
さ
れ
、
佐
倉
県
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
地
理
的
条
件
に
よ
り
千
葉
市
が
県
庁
所
在
地
と
な
り
、

千
葉
県
と
な
り
ま
し
た
。
堀
田
家
が
徳
川
幕
府
に
お
け
る
有
力
大
名
で
あ
っ
た

た
め
、
新
政
府
が
佐
倉
を
遠
ざ
け
た
こ
と
が
大
き
な
要
因
と
の
説
も
あ
り
ま
す
。 

旧
体
制
の
象
徴
と
み
な
さ
れ
た
佐
倉
城
が
取
り
壊
さ
れ
、
陸
軍
の
兵
営
が
設

置
さ
れ
、
佐
倉
は
連
隊
の
街
と
し
て
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
す
。
軍
の
多
く
の
若

者
が
戦
地
へ
赴
き
ま
し
た
。 

レ
イ
テ
戦
で
悲
劇
的
な
最
期
を
迎
え
た
「
歩
兵
第
５
７
連
隊
」
も
佐
倉
連
隊

で
し
た
。
歩
兵
第
５
７
連
隊
は
、
栄
養
失
調
や
病
気
で
レ
イ
テ
島
に
置
き
去
り
に

さ
れ
、
事
実
上
の
全
滅
と
な
り
ま
し
た
。 

 

写
真
は
今
も
佐
倉
城
址
公
園
に
残
る
「
跳
下

台
」
と
い
う
軍
隊
の
設
備
で
す
。
案
内
板
に
は
、 

「
兵
士
が
高
所
か
ら
の
飛
び
下
り
訓
練
に
使

用
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
階
段
。
木
製
の
飛

び
下
り
台
と
違
い
、
壊
す
の
が
大
変
な
た
め
、

戦
後
も
残
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
」
と
、
書

か
れ
て
い
ま
す
。 

   

   

言
い
伝
え
で
は
、
日
清
戦
争
（
１
８
９
４
年
）

や
日
露
戦
争
（
１
９
０
４
年
）
の
経
験
か
ら
、

兵
隊
が
恐
怖
心
を
克
服
し
た
り
、
背
嚢
（
は
い

の
う
）
と
い
う
重
い
荷
物
を
背
負
っ
て
長
時
間

歩
け
る
体
力
を
つ
け
る
た
め
に
、
こ
ん
な
訓
練

施
設
を
考
え
出
し
た
よ
う
で
す
。 

 

賛
成 

松
島
・
川
口
・
高
橋
・
宇
田
・
玉
城
・
五
十
嵐
・
藤
崎 

反
対 

齋
藤
（
寛
）
・
石
井
・
押
木
・
鍋
田
・
密
本
・
岡
野
・
稲
田
・ 

木
崎
・
徳
永
・
山
本
・
斎
藤
（
明
）・
敷
根
・
高
木
・
萩
原
・ 

平
野
・
石
渡
・
久
野
・
岡
村
・
櫻
井
・
中
村 

議
長 

為
田 

＊
議
席
番
号
順
、
敬
称
略 

  

http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%AF%A5%EA%A1%BC%A5%C8
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C6%FC%C0%B6%C0%EF%C1%E8
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C6%FC%CF%AA%C0%EF%C1%E8

